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1. オール京都体制による「京都知恵産業創造の森」が設立
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 平成30年11月に、京都産業エコ・エネルギー推進機構、京都産学公連携機構、
京都産業育成コンソーシアムの3者が一体化し、京都知恵産業創造の森が設立。
【目的】 知恵の交流と融合により新たな価値の創造を図るとともに、

産業施策を戦略的に推進し、京都経済の発展と活性化に資する。

H20年7月
京都産業

エコ推進機構

H25年3月
（一社）京都産業

エコ・エネルギー
推進機構へ

京都産学公
連携機構

京都産業育成
コンソーシアム

H30年11月

（一社）京都知恵産業創造の森へ

京都府 京都市

京都商工会議所 京都工業会

オール京都体制による総合支援拠点に

スマート社会の実現へ

一
体
化



2. スマート社会推進部の主な取組について（企業様への支援策）
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スマート
社会の実現
グリーンイノ
ベーションの

創出

（一社）京都知恵産業創造の森 スマート社会推進部

（１）製品開発・生産性の向上を図る支援（補助事業）
• スマート社会の実現に向け、ＩｏＴ・ＡＩ等を活用して、新たなサービ

スや技術開発を行う事業を支援。
• 製造現場のイノベーションを推進するため、

①エネルギー消費量や生産計画等を見える化し改善する事業や
②スマートファクトリーの導入による生産性の向上を図る事業を支援。

（２）省エネ・再エネ・節電対策への支援（補助事業・診断事業）
• 温室効果ガス削減のための省エネ施設等（照明、空調、ボイラー等）

の改修に要する経費の一部を補助。
• 自家消費を目的に再生可能エネルギー設備及び効率的利用設備

（蓄電池・ＥＭＳ）の新設・増設に要する経費の一部を補助。
• 工場、店舗等に専門家を無料で派遣し、エネルギー使用状況の診断

を実施。

（３）製品認定・ネットワーク形成への支援（認定事業・会員制度）
• エコ・省エネの取組や、ＡＩやＩｏＴ等を活用したスマートシティの推進

に資する製品・サービスを「京都スマートプロダクト」として認定。
• エコ・エネルギー産業の創出をめざす企業等が入会する「京都エコ・エネ

交流クラブ」でのネットワーク形成や「産業人材育成セミナー」等の情報
発信を実施。

省エネ・再
エネの促進
節電対策
の支援

製品や企業
の情報発信
ネットワーク

形成

個人事業主 ベンチャー企業 中小企業 学校法人等

専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
人
材
育
成
や
伴
走
支
援

厚
生
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働
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「
地
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択



2. スマート社会推進部の主な実績について（R2までの実績）

4

累計
１１４件

（一社）京都知恵産業創造の森 スマート社会推進部

累計
704件

累計
667件
・団体

個人事業主 ベンチャー企業 中小企業 学校法人等

専
門
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、
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（１）製品開発・生産性の向上を図る支援（補助事業）

（２）省エネ・再エネ・節電対策への支援（補助事業・診断事業）

（３）製品認定・ネットワーク形成への支援

01スマート社会実装
化補助（Ｈ25～）

累計 ４８件

02太陽光⾧期安定
化補助（Ｒ2～）

累計 ２件

03スマートファクトリー
促進補助(Ｈ26～)

累計 ６４件

04京-ＶＥＲ創出
促進補助(Ｈ23～)

累計 240件

05市省エネ照明・空
調補助（Ｈ25～）

累計 ８９件

06自立型再エネ設
備補助（Ｈ27～）

累計 ５５件
07ＥＭＳ診断事業

（H23~）

累計 320件
08京都スマートプロ
ダクト認定(Ｈ20～)

累計 124件

09京都エコ・エネ交
流クラブ会員

543団体



2. スマート社会推進部の主な支援・成果について
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（一社）京都知恵産業創造の森 スマート社会推進部

（１）製品開発・
生産性向上への補助

新規職員の採用等
雇用創出を実現

個人事業主 ベンチャー企業 中小企業 学校法人等

展示会出展

支援企業が…

（２）省エネ・再エネ
補助・診断事業

（３）製品認定・
ネットワーク形成

専門コーディネーター
による伴走支援

NEDO事業へ採択
国プロジェクトに参画

年間CO2排出量を
1社で約80ｔ削減

国内外を含めた
展示会出展等
による販路拡大

経済産業省認定の
経営力向上計画

策定

国・自治体・民間等
の表彰・認定制度

受賞
出典:中小企業庁 (H30.7) 中小企業等経営強化法経営力向上計画実践事例集



3-1. （補助事業等以外）京都スマートプロダクト認定（製品認定）
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対象
中小企業者

有限責任事業組合

対象製品等
• 製品等の製造や使用の段階におい

て環境負荷が低くエコが認められる製
品等、又は製品等を製造する機械
装置

• AIやIoT等の先端技術を活用するな
ど、より快適な暮らしを実現するスマ
ートシティの推進に相応しい製品等、
又は製品等を製造する機械装置

 京都府内に事業所において、自社製品等として製造の全部又は一部を行っている
エコ・省エネの取組や、AIやIoT等を活用したスマートシティの推進に資する製品・
サービスを「京都スマートプロダクト」として認定し、支援する事業。

 平成20年度から事業を実施。令和2年度の認定実績は全9件。

募集期間
R2.9.1~
R2.10.23

認定後の支援
• パンフレットの作成
• 当法人HPへの掲載

など販路拡大を支援

11/26京都新聞



3-2. 京都エコ・エネ交流クラブ会員（ネットワーク形成支援）
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対象

NPO等

対象
企業

産業団体
研究機関

大学
行政

NPO等

 企業会員（463社）
「エコ化・省エネ化の推進」と「エコ・エネルギー産業の創出」をめざす企業

 支援機関会員（80団体）
産業団体、研究機関、大学、行政、NPOなど

募集期間
通年募集

※入会金＆年会費無料

会員特典
• メールマガジンにて、

補助金やセミナー等の
情報を提供します

• 当法人ＨＰにて
会員名を掲載します

フォーラム等の開催

申込フォーム他



3-3. 産業人材育成セミナー（ネットワーク形成支援）

8

対象
企業

産業団体
大学

NPO等

 京都府内の中小企業等に対して、３つの分野（ AI／IoT分野、エネルギ―分野、
生産性向上分野）に係るセミナーを開催。

 ３つの分野での開催は令和元年度から実施しており、令和2年度には、11回開催し
、405名が参加

今後の開催予定
今年度も同分野で、

6月、8月などで開催予定

セミナーの開催

セミナーのページ



4. 企業活動とＳＤＧｓを繋げることで社会課題の対応へ
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 SDGｓとは、「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」
のこと。

 社会が抱える問題を解決し、世界全体で2030年を目指して明るい未来を作るため
の17ゴールと169のターゲットで構成。

出典：SDGｓ活用ガイド（環境省） http://www.env.go.jp/policy/sdgs/guides/SDGsguide-honpen_ver2.pdf

企業イメージ
の向上

社会課題
への対応 生存戦略へ 新たな事業機会

の創出

繋がることで



5. 京都府・京都市は全国に先駆けて地球温暖化対策に取り組む自治体
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 平成16年度に京都市が全国初となる地球温暖化対策に特化した条例を制定
 平成17年度に京都府が都道府県初となる地球温暖化対策に特化した条例を制定

→ 「2050年のCO2排出量正味ゼロ」を目指し、低炭素社会から脱炭素社会へ

府民・地域・
事業者・大学等
オール京都で

環境に配慮した
製品・サービスへ

再エネの
導入拡大へ

省エネ家電・
高効率設備へ

出典：令和2年度第1回地球温暖化対策推進委員会(資料１) https://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/0000273194.html



6. まとめ ~皆様とともに持続可能な社会・脱炭素社会へ~
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個人事業主 ベンチャー企業 中小企業 学校法人等

補助金

京都知恵産業創造の森

京都府 京都市

京都商工会議所 京都工業会

製品認定

エコ・エネ
交流クラブ

産業人材
育成セミナー診断事業

コーディネーター
による伴走支援

「2050年のCO2排出量
正味ゼロ」実現へ



補助金の
ご案内

製品認定の
ご案内

メルマガ会員の
ご案内
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7. 当法人の各種施策案内について~


